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米国の図書館の概況第 1 章

※本稿は、国立国会図書館の 2006 年度調査研究事業の成果物である。

(1) 概要と歴史
　OCLC（Online Computer Library Center, Inc.）
は、世界最大のオンラインで図書館の分担目録作業を
行うシステム（書誌ユーティリティ）である。現在で
は、その活動は分担目録にとどまらず、データベース
の提供や図書館に関わる研究開発など多岐にわたって
いる。本部はアメリカ合衆国のオハイオ州郊外のダブ
リン（Dublin, OH）におかれている。
　1967 年にオハイオ州立大学を中心とするオハイオ
州内の 54 の大学図書館の情報資源の共有と図書館費
用の削減を目的としたコンピュータネットワーク（共
同利用機関）“Ohio College Library Center” として
設立された。
　初代のディレクターであるキルゴア（Frederic 
Gridley Kilgour）の方針もあり、1977 年にはオハイ
オ州外の図書館もメンバーとして参加できるように大
幅な組織改革が行われ、アメリカ国内はもとより世界
中の図書館が参加し、加盟館が増加した (1)。現在では
世界 112 の国または地域にある 57,000 館以上（2007
年 2 月現在）の図書館が参加している世界最大の組織
となっている (2)。また、1981 年には実態に合わせて
法人名を Ohio College Library Center から Online 
Computer Library Center, Inc. へと変更した (3)。

(2) OCLC の活動
　OCLC が提供するサービスは、目録データベース
“WorldCat” を中心としたサービス、書誌データベー
スや電子ジャーナルなどを中心としたサービスなどを
中心に多岐にわたる。以下に、代表的なサービスを紹
介する。

1) 目録作成サービス “OCLC Connexion”

　各図書館が行う図書の目録作成を支援するサービ
ス。OCLC は参加館が共同で作成する書誌データベー
ス WorldCat を維持管理している。参加館は OCLC 
Connexion を使って WorldCat にビルトインアクセ
スし、書誌・典拠レコードの作成・修正を行うことが
できる。オリジナルな目録作成を行うことができるだ
けでなく、既存のデータを自館のデータベースにコ

ピーすることで必要な目録を簡単に作成することもで
きる (4)。WorldCat には、2007 年 2 月 17 日現在で
76,012,240 の書誌レコード、1,110,394,813 件の所
蔵レコードが蓄積されており、世界最大の文献データ
ベースとなっている (5)。
　図書館が WorldCat に接続して目録を作成するシス
テムは、従来は “Passport” という名前のシステムが
使用されていたが、2005 年 5 月に OCLC Connexion
に置き換えられた。インタフェースとしては、専用の
クライアントソフトウェア “Connexion client” 経由
だけではなく Web ブラウザを用いてアクセスするこ
とも可能となっている。

2) OCLC ILL

　OCLC では参加館同士の ILL を実現するシステム
を提供している。近年では、ILL の支援を行うため
のソフトウェアとして “ILLiad Resource Sharing 
Management” が開発され、ILL リクエストの作成支
援、所蔵館への連絡、結果の追跡などを容易に行うこ
とができる環境も提供されてきている (6)。

3) Open WorldCat

　2003 年に OCLC は WordlCat 中のデータの一部を
一般公開する Open WorldCat プログラムを開始した。
Open WorldCat プ ロ グ ラ ム は、Google、Yahoo!、
Windows Live などにデータを提供するもので、こ
れによって検索エンジン等を用いて WorldCat 内
のレコードの検索が可能となっている (7)。たとえ
ば、Google や Yahoo! で は「 詳 細 検 索 」 に お い
て、 検 索 サ イ ト を “worldcatlibraries.org” に 制 限
するだけで Open WorldCat を検索することができ
る。Open WorldCat の提供レコードは 2004 年秋に
は、WorldCat の全レコードまで拡張された (8)。さらに、
2005 年 10 月には WorldCat レコードに Wiki のよう
に自由にコメントを追加できる仕組みも追加されてい
る。

4) FirstSearch

　FirstSearch は、参加館の図書館員および利用者
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が誰でも利用できることを目的に作られたオンライ
ン情報検索サービスである (9)。Web べースのインタ
フェースのほか、Z39.50 インタフェースも用意さ
れている。近刊雑誌の記事情報を検索できる “OCLC 
ArticleFirst”、会議録の目次情報が検索できる “OCLC 
ProceedngsFirst”、“OCLC PapersFirst” と い っ た
OCLC が作成したデータベースのほか、“Educational 
Resources Information Center” が収集した教育関
係資料を収録したデータベース ERIC など 70 以上
のデータベースにアクセスできる (10)。また、ECO

（Electronic Collections Online）と呼ばれる約 70 社
の主要な学術雑誌出版社が発行する 5,300 誌以上の
電子ジャーナルコレクションも収録データベースのひ
とつとして使用することができる (11)。

5) NetLibrary eBook 

　学術系の 120,000 タイトル以上を含む電子図書の
コレクションを提供するサービスで、欧米を中心に多
数の出版社（400 以上）が参加している (12)。図書館
が電子図書を購入することで、その利用者が電子図書
を読むことができるようになる。利用者への電子図書
の提供は、OPAC から直接電子図書を見られるように
する方法や、自館の Web サイトにリンクを設けて提
供する方法など多様な方法が可能となっている。いず
れの場合においても、利用者は Web ブラウザで閲覧
でき、専用デバイスやリーダーは必要ない (13)。

6) WebJunction

　WebJunction は、図書館職員向けオンライン学
習コミュニティである (14)。2006 年 12 月には、E-
ラーニングの研修プログラムを専門とする InSync 
Training 社の協力を得て、同期型ラーニングの専門
家を育成する研修プログラムの提供を開始した。この
プログラムでは、ライブ型のオンライントレーニング
を設計したり、手助けしたりする技能を学ぶことがで
きる (15)。

7) その他のサービス

　アメリカ議会図書館と協同で開発、運用するレ
ファレンス支援システム “QuestionPoint” がある。
QuestionPoint は、図書館に寄せられたレファレンス
質問を効果的に管理する機能のほか、自館で解決でき
ない質問について他の QuestionPoint 参加館に回答
を依頼するなどネットワークで接続された図書館が協

力して効果的なレファレンスを行う環境を構築するこ
とができる (16)。また、QuestionPoint は、近年カリフォ
ルニアの “24/7”（twenty four by seven）と統合さ
れた (17)。

(3) OCLC の最近の動向
　OCLC の業務に関する最近の動向としては、「統合」
と「オープン化」という２つをキーワードとしてあげ
ることができる。

1) サービス、データベースなどの統合

　かつて “CORC” と呼ばれた Web 上の情報源に対
する目録作成サービス、CJK（Chinese, Japanese, 
Korean）のような多言語サービス、Web ブラウザで
アクセス可能な目録サービスなどは、開発過程を経て
正式なサービス体系の中に組み込まれている (18)。そ
の結果として、2005 年に提供が開始された OCLC 
Connexion では、Web 上からのアクセスが可能とな
り、また、多言語対応のシステムとなっている。
　このような OCLC 内のサービスを統合してサービ
スの質の高めるほか、他の機関で作成された目録と
データベースを統合して収録レコードの内容を広げる
活動も行われている。たとえば、2004 年にイリノイ
州で WorldCat と州内のローカルな OPAC を統合し
たイリノイ州オンライン総合目録 “SILC” が作成され
るなど、いくつかの地域図書館システムの目録との統
合が行われている (19)。また、2006 年 7 月には RLG

（Research Library Group）の資産をすべて買収す
る形でデータベースの統合を行っている。この RLG
の買収によって RLG 傘下の各図書館の蔵書データが
WorldCat データベースに統合されたほか（2007 年
第 3 四半期を目途に現在統合中）、RLG の研究部門も
OCLC の研究グループの傘下にはいることとなった。

2) オープン化

　従来、WorldCat データベースは、OCLC の参加館
のみからしかアクセスすることができなかった。しか
し、2003 年から OCLC は WorldCat データベースを
Web から一般の人々も検索できるように開放してい
る。これは、検索エンジンなどを通して WorldCat デー
タベースに収録された所蔵情報などの内容を表示する
ことで、図書館の利用を増やそうとする戦略でもある。
　Open WorldCat サービスは、当初はデータを静
的な Web ページとして公開することで Google や
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Yahoo! のような検索エンジンのみからアクセスでき
るものとして提供されていたが、現在では利用者によ
り使いやすい提供形態を目指して “worldcat.org” が
開設され、きめ細かなサービスの提供を目指している

（現在、β版がサービスされている）。

3) その他

　その他、OCLC の新しいサービスとして、コーネ
ル大学図書館と一緒に開発している受発注システム
“ITSO CUL” や、“WorldCat Selection” が予定され
ており、現在開発中である。

(4) OCLC が図書館界に果たしている役割
　近年、学術研究の国際化、インターネット技術の
普及、図書や雑誌の価格高騰、電子メディアの増加、
Web 検索エンジンの発達など、図書館を取り巻く環
境は大きく変化してきている。これにともなって、多
くの図書館をネットワークで接続し、情報資源を共同
化していくことの必要性、重要性はますます高まって
きている。
　OCLC は設立以来、このような情報資源の共有を地
球規模で推し進めてきており、従来の図書館サービス
の問題点として指摘されてきた目録業務を中心に、図
書館の生産性向上とコスト削減に大きな役割を果たし
てきた。
　また、近年の環境の変化にも対応するために、最新
の情報技術を駆使した図書館に関わる新しい技術の開
発も行い続けている。特に OCLC の目録データの協
同作成だけではなく、作成された目録データベースを
利用しての ILL サービスや、Web 上のデータのメタ
データ作成、電子ジャーナルや電子図書の提供をはじ
めとしたデジタルコンテンツに関わるサービスなどが
開発され、その利用も急速に増加してきている。
　また、標準化に関しても Dublin Core をはじめと
する各種の標準化活動が OCLC を中心に行われてお
り、その意味でも大きな貢献をしているといえるだろ
う。
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